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4. 考察
　過食嘔吐が行いにくい環境の中で，BITE に示
される過食嘔吐症状の頻度が減少するのは当然で
あるが，入院により，抑うつや不安の改善も見ら
れたのは有用な所見である。また，今回の症例数
では有意の結果とはならなかったが，身体不満足
など摂食障害に特有の心理にも改善が見られた。
今回の研究により，短期入院により生活を規則化
し，セルフヘルプを援助することは，過食嘔吐の
軽減だけでなく心理的改善をもたらすこと，ま
た，抑うつや不安などの一般的な症状が摂食障害
特有の心理にも関連していることが示唆された。
今後は症例を増やし，入院群の長期経過を追跡す
ることに加え，外来治療群を対照として比較しな
がら，短期入院治療の効果をさらに検証する予定
である。
移行期の家族の関係構築に向けた心理教育の実践と効果測定
－大人と子どもの絆を深める心理教育 CARE プログラムの実践から－
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問題と目的
　我が国の家族のありようが益々多様化する中
で，社会的養護を必要とする子どもは 4 万人を上
回っており（厚生労働省，2010)，同時に，家庭
的な環境における養育の重要性から，里親制度へ
の注目も増している。しかし，互いに共有してい
ない過去の経験を補いつつ，里子たちとの今と向
き合うという里親の養育の営みは，決して容易な
ことではなく（安藤，2010），里親里子関係を断
念せざるを得ないケースも少なくない。
　こうした状況を背景に，新たな家族関係を構築
する，移行期の家族に向けた支援と，そこから得
られた知見を蓄積し効果的な実践の在り方を模索
していくことは喫緊の課題といえる。そこで，本
研究は里親家庭という，新たな関係構築の移行期
にある家族に対して，大人と子どもの絆を深める
心理教育的介入プログラムの CARE を実践し，
その振り返りから得られた結果を通して，今後の
実践に向けた課題を検討することを大きな目的と
した。
　 C A R E（ C h i l d -  A d u l t  R e l a t i o n s h i p 
Enhancement）は，大人から子どもに対するコミュ
ニケーションに焦点をあてた心理教育で，親・養
育者だけではなく，子どもと接する専門家を含め
た大人がその対象となっている。実施にかかる時
間は合計 4 時間程度で，大切なポイントを講義と
ロールプレイによって習得できるような工夫が施
されている（詳細は，福丸， 2011; 福丸， 2013 な
どを参照）。
方法
　A 自治体における里親研修で，3 回にわけた
CARE の試行的実践を行い（#1: CARE の前半部
分，#2: 後半部分，#3: フォローアップで，1 クー
ル終了するまでに，約 1 カ月要する）その前後に
ECBI，　PSI などの尺度を用いた効果測定と，
プログラムに関する振り返り・評価の検討を行っ
た。1 回の実践は 2 時間で，これまでに 3 クール
を終了し（1 回あたりの参加者は，10 ～ 20 名前
後），現在も 3 クール目のデータの収集を行って
いる。
結果と考察
　これまで得られた結果の中で，振り返りを中心
に検討する。まず，「CARE プログラムの内容は
自分の子育てに活かせそうだ」と肯定的な評価を
している里親の割合（とてもそう思う，そう思う
の合計）は 93％，「CARE は里親を対象としても
報
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使えるプログラムだと思う」と答えたのも同じく
93％と，里子との関係構築に非常に有効である
との評価を得ている。
　具体的な振り返りからは，「ロールプレイで子
ども役を演じることで子どもの気持ちもわかる
し，具体的な場面を想定することができた」「里
親になったばかりで子どもとのかかわりもまだ深
くないので，参考になった。子育ての経験がない
ので勉強になった」などの意見が多く寄せられ，
ロールプレイを用いた実践的かつ具体的な取り組
みが活かされていることが示された。
　また，実践を 2 回にわけて 3 回目をフォロー
アップ研修と位置づけたが，それに対しては，
「フォローアップ研修は他の方の話が聞けて興味
深く勉強になった。」「人の経験を聞くこと，それ
に対しての講師のアドバイスが聞けてよかった。
さらに生活に活かしたい。」「難しい子どもを預
かっているので，よりフォローアップが必要だと
思った。」などの声が多く，実践に加えて，実際
の里子とのやり取りを経て，十分なフォローアッ
プを行うことの意味が確認された。
　一方で，「言われてみるとなるほどと思うが，
これまで使ったことのないスキルだし，自分が我
慢強くできるかわからない。」「とても使える部分
もあるが，子どもがちょっと大変。」など，コミュ
ニケーションに焦点を当てることからくる恥ずか
しさや抵抗，また，試し行動に示されるような里
子が背景に抱える困難さなど，個別の状況にどこ
まで，心理教育として応えうるかといった課題も
指摘できる。今後はこうした点を踏まえて，対象
の状況により即した実践を検討していきたい。
　なお，2013 年度は，子どものケアに焦点をあ
てた心理教育の実践（とくに親向けの実践）につ
いて米国ケンタッキー州における研修会に参加
し，今後の実践と研究に大いに活かしうる知見を
得たこともあわせて記しておきたい。子ども・子
育てを取り巻く様々な課題が山積するなかで，同
時に大人にできること，すべきことがまだまだあ
ること，それらはさりげない日常の中に実に多い
ことを改めて認識しつつ，今後も研究と実践を続
けていきたいと考えている。
＊本研究は，白梅学園大学研究倫理委員会の承認
を得て行われた。
小学校外国語（英語）活動における担任のあり方について
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はじめに
　小学校の外国語（英語）活動が 2011 年にスター
トして 3 月で 3 年目が終了する。それを機会に，
全国の小学校へのアンケート調査を実施し，担当
教員，ALT，そして英語活動支援員からの反応
をもとに，それらの結果を立体的に分析しなが
ら，小学校英語活動の成果と問題点，及び課題に
ついて整理する，ということを目的とした。
　アンケートの作成及び集計には，瀧口優の他に
町田淳子（子ども学部兼任講師），瀧口眞央（嘱
託研究員）があたり，分析についても三人で行っ
た。
　全国の市と東京の特別区に合計 804 通の調査
を送り，160 校から回答を得ることができ，その
結果については年報に投稿している。詳細につい
ては年報に譲るが，以下に特徴を述べておきたい。
１．各学校回答から見えること（１６０校）
報
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